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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和８年５月　廿日市市教育委員会　 

 
　 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○　特別支援教育コーディネーターと呼ばれる教員が中心となって、福祉機関などの関係機関との連絡・調整

を行ったり、保護者からの相談を受けたりします。 
○　校内委員会を設置して、支援の方法等を検討します。 
○　学習面や生活面における困難さを抱えている子どもについて、保護者と連携して「個別の教育支援計画」

や「個別の指導計画」を作成し、一人一人の教育的ニーズに合った支援を行います。

交流及び共同学習は、障がいのある子どもの経

験を広め、好ましい人間関係を育てるとともに、学習

のねらいを達成するために行っています。 
具体的には、子どもの実態に応じて、特別支援学級

の子どもが通常学級の子どもと運動会や文化祭などの

学校行事を共にしたり、音楽や体育、図画工作（美術）

などの学習を共にしたりします。

 
　 
　一人一人の特性に配慮し、指導内容・方法を工

夫した学習活動を行います。

　 
　 

障がいの種別ごとの少人数学

級（上限は８人）で、障がいのあ

る子ども一人一人に応じた教育

を行います。 
 
■対象：知的障害、自閉症・情緒障害、

肢体不自由、病弱・身体虚弱、

弱視、難聴、言語障害

　 
　 

 
通常の学級に在籍し、ほとんどの授業を通常の

学級で受けながら、障がいの状態等一人一人の特

性に応じた特別な指導を行います。 
■　廿日市市内では、廿日市小学校、平良小学校（原小

学校）、宮内小学校、地御前小学校、佐方小学校、阿品

台西小学校、阿品台東小学校、四季が丘小学校、宮園

小学校，金剛寺小学校、友和小学校（津田小学校、吉

和小学校）、大野東小学校、大野西小学校、宮島小学校

（宮島中学校）、廿日市中学校、野坂中学校、阿品台中

学校、大野中学校（七尾中学校）、大野東中学校（佐伯

中学校）に設置されています。 
※太字の学校が、設置校。（　）内の学校の児童・生徒の

通級指導は、担当教員が自校に加えて、（　）内の学校

にも行き、指導を行います。

特別支援教育 Q&A

特別支援学級
では、どんな学
習を行うのです
か？

特別支援学級では、子ども一人一人に合った特別な教育課程を編成することがで

きます。　 

例えば、障害や困難さに応じて、通常の教育課程に自立活動（障がいによる学習上又は

生活上の困難の改善・克服が目的の活動）を実施したり、それぞれの各教科を特別支援学

校（知的障害）で学習している教科に替えたり、下学年で学習する教科の目標や内容

に替えたりしています。

特別支援学
級に在籍して
いる生徒の進
路状況はどの
ようになって
いますか？

特別支援学級
に入るにはどう
すればよいです
か？

特別支援学校や特別支援学級、通級による指導を受ける場合は、廿日市市教育支

援委員会での審議が必要になります。未就学児の場合は、市教育委員会学校教育課

（℡０８２９-３０-９２０７）へ相談してください。また、現在小・中学校に通っ

ている児童生徒については、学校に相談してください。

〈相談先〉　　　　　　　　　 
○学習上や生活上で気になる児童生徒に関する対応や支援の相談 

廿日市市教育委員会　教育相談　　　　　　　　　　　　　０８２９（３０）９２０７ 
○発達や子育てに関する相談 
　　廿日市市子育て応援室保健係　　　　　　　　　　　　　０８２９（３０）９１８８  
　　広島西こども発達支援センターくれよん（地域支援部門）０８２９（３０）８９４１ 
　　廿日市市障がい福祉相談センターきらりあ　　　 　 　    ０８２９（２０）０２２４

保護者が希望
すれば、どんな障
がいがあっても
小・中学校の通常
の学級に在籍で
きるのですか？

大切なのは、子どもが授業内容を理解し、学習活動に参加している実感・達成感

をもちながら充実した時間を過ごしつつ、生きる力を身に付けていけるかどうかと

いうことです。 

本人及び保護者の思いを受け止めるとともに、本人の障がいの状態や特性及び心

身の発達の段階等を把握して、本人の教育的ニーズは何かを共に考えていきます。

そのため、通常の学級でできる限り配慮を行ったとしても本人に十分な教育が提供

ができないと教育支援委員会において判断することがありますが、本人・保護者と

市教育委員会、学校等が合意形成を図りながら就学先を決定していきます。

１４

特別支援教育理解啓発リーフレット

通 級 に よ る 指 導

通 常 の 学 級 特 別 支 援 学 級

特別支援教育は、子どもたちが自立し、社会参加するために必要な力を培うため、 

子ども一人一人の教育的ニーズを把握し、その子どもの能力や可能性を最大限に 

伸ばし、生活や学習上の困難を改善又は克服するため、適切な指導及び必要な 

支援を行うものです。学校教育では、これらの取組を含め、「共生社会」の 
形成に向けたインクルーシブ教育システムを構築していくために、障がいの 

ある子どもと障がいのない子どもが可能な限り同じ場で共に学ぶことを目指します。その際には、

それぞれが授業内容を理解し、学習活動に参加している実感・達成感をもって充実した時間を過ご

し、生きる力を身に付けていけるかどうかという最も本質的な視点に立つことを重視します。 

市教育委員会や学校では、お子様の可能性を伸ばす環境や就学の在り方について、保護者の皆

様と一緒に考えてまいります。 

交流及び 
共同学習

教育相談 
LINE による申込

(４～６月受付)

 高等学校 特別支援学

校高等部
広島総合

教育専門

学校

その他の 
専門学校等

定時制・ 
通信制 
高等学校

就
職

計
 県立 市立 私立

 
知的 ３ ０ １ ３６ １６ ３ ８ ２ ６９

 自閉症･ 
情緒

４５ ５ １０ ５ ３ ３ ２４ ２ ９７

 
計 ４８ ５ １１ ４１ １９ ６ ３２ ４ 1６６

特別支援学級在籍生徒進路状況（廿日市市）平成 28 年度～令和７年度



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

　就学先については、市教育委員会が保護者に情報提供をしつつ、本人・保護者の意見を最大限尊

重し、本人・保護者と市教育委員会、学校等が教育的ニーズと必要な支援について合意形成を行う

ことを原則として、最終的には市教育委員会が決定します。（学校教育法施行令：平成２５年９月改正による） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

廿日市市立小学校入学までのスケジュール 

 

 
時期 市教育委員会 保護者

 
４月

・園を通じて教育相談
の案内を配付する。

・教育相談の申込をする。

 
５月～ 
６月

・市教育委員会担当者 
による教育相談を 
実施する。

・教育相談を受ける。

 
７月～ 
９月

・園（または自宅、療育
施設等）を訪問する。

・入学予定先の学校訪問

を行う。

 
９月～ 
１２月

・教育支援委員会（月
１回）を開催し、専門
家による就学先の審
議を行う。

・就学時健診を受ける。

 
１月

・就学先を決定し、通
知を送付する。

・入学予定先の入学説明

会に出席する。

 
２月

就学先の決定について

○　市教育委員会では、年長児だけでな

く、早期からの教育相談も受け付けて

います。 

○　就学後、子どもの発達の程度、適応

の状況等を考慮した上で特別支援学校

へ転学したり、通常学級・特別支援学

級間で在籍変更することもできます。

小・中学校の先生と相談しながら、子

どもに合った「学びの場」を考えてい

きましょう。

教育相談連絡先 

０８２９（３０）９２０７  

学校教育課

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教
育
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、
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把
握
、
就
学
時
健
診
等

 
 

○　障がいの状態 
○　教育上必要な支援の内容 
○　地域における教育の体制の整備

の状況 
○　本人・保護者の意向 
○　専門家の意見 
○　その他の事情

教育支援委員会による審議
特別支援学校

発達障害には様々な現れ方があります。どのように現れ、どの程度困難なのかは、人それぞれ異なります。こ

こでは発達障害の特性の代表例を紹介します。（引用：リーフレット「発達障害」との出会い　広島県）

　発達障害の原因はまだ分かっていませんが、生まれながらの脳機能の障がいと考えられています。 

例えば、本人が悪気なく行っている行動により、人間関係や集団生活で困難に直面している人がい

ますが、その中には、発達障害の特性を抱えている場合があります。 

　発達障害のある人が個々の能力を伸ばし、社会の中で自立していくためには、子どもの 

うちからの「発達障害に対する理解」、「気付き」と「適切なサポート・指導」が必要です。

発達障害って 
何だろう？

早い時期から周囲の理解を

得て、適切な支援や環境の調

整を行うことが大切です。

発達障害について

※教育支援委員会　　適切な就学先の決定及び教育支援の検討を行うために、市教育委員会は、医師、

教育職員、児童福祉施設職員など各分野の専門家からなる「教育支援委員会」を

設置しています。

特別支援学級

通級による指導 
（通常の学級在籍）

通常の学級

２

総
合
的
に
勘
案
し
て
決
定

３

引用：「発達障害の理解のために」（国立障害者リハビリテーションセンター）

知的な遅れを伴わないが、読み・書き・計算 
などのうち特定のもので極端な困難が見られる

学習における特性の例

言葉をオウム返しする
言葉を字義どおりに 
受け止めてしまう

言葉・コミュニケーションにおける特性の例

言葉の使い分けが 
苦手

暗黙のルールが 
分からない

接し方のルールが 
分からない

対人関係・社会性における特性の例

身体を動かすことが 
極端に苦手で不器用

感覚が極端に過敏 
又は鈍感

不器用さや感覚における特性の例

同じ年齢の人に比べ、注意力や

集中力が極端にない。

考える前に、思いついた 
行動を唐突に行う

不注意・多動・衝動性の例


